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　７－１　施工を始める前に

３）モエン　事前チェックリスト
　

７　参考資料

Ｎｏ．　　　　　　　　　　
　

工事名　

現場住所　

躯体の構造　

施工面積　

確認日　

元請会社　

外壁施工店　

工事責任者　

木造（軸組工法、枠組壁工法）・鉄骨造・その他　

延床面積　　　　　㎡、外壁施工面積　　　　　㎡

年　　　月　　　日/記入者　　　　　　　　　　

　　　　　　　ｔｅｌ

　　　　/現場担当者

　　　　　　　ｔｅｌ

チェック項目　 チェック内容　 チェック欄

　工事車輌駐車場確保　

　指定材料の納品

　（現場納入の確認）

　工事車輌をとめておくスペースはあるか　

　防水紙 　数量　　　　　　　　　　

　胴縁材（４５幅）　材種

　胴縁材（９０幅）　材種

　モエン（Ａ柄）

　モエン（Ｂ柄）

　同質部材

　留付金具

　ハットジョイナー類

　その他の付属部材

　シーリング

　補修液

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　施工箇所の確認　 　横張りか縦張りか、部分張りの位置などを確認したか

　標準施工資料の確認　 　標準施工マニュアル類は現場に配備してあるか

　資材仮置き場の確認　 　資材の仮置き場が確保できるか

　現場加工場の確認　
　加工スペースが確保できるか

　

　躯体の状況　

　外壁下地となる場所に不陸はないか

　防水紙の施工

　（大工工事の場合も含む）　

　指定の防水紙を使用しているか

　防水テープの確認

　（大工工事の場合も含む）　

　開口部周囲には両面防水テープを貼っているか

　バルコニー笠木入隅部に防水措置を取っているか

　外壁下地の一部に不陸があり胴縁組みで調整が必要か

　外壁下地の一部に不陸があり補修が必要か

　積雪の高さまでの補助胴縁の追加下地（間柱など）はあるか

　入隅部の胴縁を留め付ける追加下地（間柱など）はあるか

　防水紙は横張りになっているか

　土台水切・中間水切との取り合いは正しいか

　上下の重なりは９０㎜以上か

　左右の重なりは面材なしの場合：柱・間柱間、面材ありの場合：１５０㎜以上か

　入隅部は重ね張りになっているか

　バルコニー笠木部分は重ね張りになっているか

　防水紙のやぶれやたるみはないか

　サッシは外付け型、半外付け型または、防水上適切に施工された内付サッシ
　を使用しているか

　配管・換気口まわりに防水措置を取っているか

　数量　　　　　　　　　　

※この例のような事前チェックリストを用意して、現場確認の際にご活用ください。

事前チェックリスト（例）
　

　７－２　工事記録のまとめ方

工事管理を実施する上で重要なポイントは、設計図書や元請会社様からの指示書および外壁材メーカー

や保険法人の標準施工に基づいた施工を行ったという証拠、すなわち工事記録（工事履歴）を作成するこ

とです。さらに、その記録は第三者が客観的に理解できるように記録されている必要があります。

したがって、工事記録を作成する際に、重要なポイントは写真撮影をしておくことです。住宅が完成した時
点で、性能評価書関連の書類とともに各工事の工事記録が揃うことで性能の裏付けとなる施工面の品質

が明確になり、引き渡し後のメンテナンスや中古住宅取引の際にも重要な資料となります。　

７　参考資料

１）工事写真

　 写真には工事名、撮影部位、撮影日、撮影者などを明記した

　 サインボードを入れ、必要に応じてメジャーなどで寸法がわか

　 るように工夫する必要があります。

　 写真撮影で重要なポイントは施工精度の確認とメンテナンス

　 時の納まりのチェックです。撮影箇所は元請会社様のご指示に

　 従うほか、以下の例を参考にして必要箇所を撮影してください。

　 同じ様な納まりが数ヶ所ある場合には代表例を撮影し、他は

　 同じ納まりであることを明記して、記録書に元請会社様のご

　 確認印をいただくことが大切です。

○○邸外壁工事

サインボード（例）

 撮影箇所

 撮影日　　　/

 撮影者

 備考

２）工事記録のまとめ方

　 工事記録は工事写真の他に「外壁工事記録 兼 保証書発行申請書」などを活用し、まとめることが大切です。

　 この工事記録書に各チェックリストおよび工事記録写真類を添付してください。工事記録書には作成者の

　 捺印のほか、元請会社様が工事の完了を確認したことの証明書を兼ねていますので、必ず確認印をいただ

　 くことが非常に大切です。

３）工事記録書の保管・提出

　 工事記録書は元請会社様に提出するほか、外壁工事店様でも整理して保管してください。

　７－３　無塗装品（シーラー品）の塗装

無塗装品（シーラー品）の塗装は、以下の塗料メーカーを推奨しております。

推奨塗料メーカー

　日本ペイント株式会社　お客様センター 　０３－３７４０－１１２０（東京）　０６－６４５５－９１１３（大阪）

お問い合わせ電話番号

　大日本塗料株式会社　

　エスケー化研株式会社

　スズカファイン株式会社

　菊水化学工業株式会社

　アイカ工業株式会社　問合せセンター

　０２８７－２９－１９１６

　０７２－６２１－７７３３（代）

　０５９－３９７－２１８７（代）

　０５２－３００－２２２２（代）

　０５２－４０９－８３１３

※目地消し仕様の塗装仕上げの場合は、「モエン大壁工法」をご採用ください。

　

工事写真として撮影するポイント（例）

●使用材料、役物、付属部品など

●施工前の施工箇所の状態

●防水紙張りと防水テープ貼りに関する部分

　 開口部まわり／水切役物との取り合い部／出隅／入隅／配管・換気口周囲／バルコニー笠木取り合い部・床防水との

　 取り合い部など

●胴縁下地組みに関する部分

　 胴縁の厚み・幅寸法／接合部・開口部の部分／通気のための開口部まわり・軒天部・下屋根部・オーバーハング部の

　 横胴縁／入隅の追加下地／積雪地の補強胴縁など

●留付金具とその施工中（留め付け方）および釘打ち部分とその施工中（留め付け方）

●あらわしとなる切断小口の防水処理（モエンシーラー・補修液の塗布）

●シーリング目地の充填前とプライマーの塗布作業

●シーリングの充填作業状況、ヘラ押さえ作業状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など


